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研究成果の概要（和文）：幼児が歌う即興的な歌を質的に分析したところ，語の意味的な属性の剥奪と，繰り返
し構造が特徴的であった。質問紙調査でのパス解析では，保育者の音や子どもへの感受性が，子ども中心的な音
楽活動を通して，子どもたちの創造的な音楽活動に影響を与えていたことが明らかにされた。音楽的アクティビ
ティの開発では計20件のアクティビティを開発し，これらのアクティビティの組み合わせてプロジェクトの２件
を実践した。一つは，森のサウンドスケープ体験から発展するプロジェクトであり，もう一つは手作り楽器の体
験から発展するプロジェクトの２件を実践した。研究成果は論文及び幼稚園教諭対象の講演会を通じて幼児教育
界に還元した。

研究成果の概要（英文）：Qualitative analyses of young children's spontaneous songs showed that the 
spontaneous songs were characterized by deprivation of linguistic meaning from words and repetitions
 of phrases (ostinato). Path analysis of a questionnaire revealed that teachers' sensitivities to 
natural sounds and children's movements enhanced the qualities of children's creative music 
activities through frequency of child-centered music activities. Then, 20 musical activities are 
developed, and two projects are carried out by combining the developed activities. One project 
started with soundscape experiences, and the other with enjoying hand-made instruments. Research 
findings were provided to community of early childhood education through academic papers and 
lectures for teachers.

研究分野：発達心理学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 保育者が豊かな音楽的感受性を持ってい
ることは，子どもたちの音楽的な表現を促す
上で重要な基盤を提供する。研究分担者の小
池（2009）は，保育者対象の「音楽的な感受
性尺度」を開発し，保育者の音楽的な感受性
（視聴覚を通した感受性，幼児の言動に対す
る感受性）が，保育者の音楽表現（身体表現
と言葉表現）を経由して，幼児の身体的な表
現，音楽的な言葉表現，歌唱表現に影響を及
ぼしていることを，パス解析を用いて見出し
た。一方，保育者の実技表現能力は，幼児の
身体・言葉・歌唱の表現には影響を及ぼして
いなかった。つまり，幼児期の保育において
は，単に保育者が音楽実技の能力を備えてい
ることではなく，音楽的感受性が豊かな保育
者が身体や言葉で豊かな表現をすることが，
幼児の音楽能力を高めために重要であるこ
とが示唆された。 
 幼児期の音楽的表現については，発達の早
期から，身体の動きや言葉との相互関係の上
に芽生えていくことが知られている（名須川, 
1998;  岡本, 1998;  遠藤, 2000 など）。その
ため，子どもの歌の歌詞には数多くのオノマ
トペが含まれている（葛西, 2012）。研究代表
者である深田は，Fukada & Nonaka（2013）
において幼児の日常の保育場面において観
察される幼児の身近な音への感受性を事例
を通じて検討した。その結果，（１）リズミ
カルな音への気づきが，オノマトペを含むリ
ズカルな言葉や自発的な歌を引き出し，また
身体の動きを誘発すること，（２）個々の子
どもが刻む音・言葉・身体の動きが結合した
リズムは他者を誘い込み，自然発生的な合奏
とも言える共同的な音楽表現へと発展して
いくことを見いだした。 
 さらに，音楽的表現と描画などの図像的な
表現との関連も指摘されている。たとえば音
の印象と視覚的な印象とが結びつく音象徴
という現象が知られており，そこではオノマ
トペが重要な役割を果たしている（Imai, 
Kita, Nagumo, & Okada, 2008）。日常的に
も，描画や視覚的イメージからオノマトペや
手や体の動きが誘発されたり，絵を描きなが
らオノマトペを発したり歌ったりすること
もしばしば観察される。このことから，音の
イメージを描画で表したり，描画の印象を音
楽的に表したりすることも音楽的な感受性
を高めていく際の有望な方法として考えら
れる。描画などの図像表現を音や音楽にかか
わる実践に取り入れていく実践もすでに試
みられている。たとえばイタリアのレッジ
ョ・エミリア・アプローチでは，幼児が音の
印象を描画で表したり，音楽の流れを描画で
表したりするなどの試みが行われている。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究課題は，幼児期の音楽的感受性に関

する理論的・実践的研究である。まず，A. 幼
児期の音楽的感受性について，日常保育場面
での音のリズムへの気づきについての質的
研究と，保育者への質問紙研究による量的な
検討を行う。B. 幼児では音の経験が身体の
動きや言葉（オノマトペ）との相互関係を持
っており，図像表現によって身体の動きやオ
ノマトペが誘発されることに着目して，音楽
的感受性を伸張するために効果的なアクテ
ィビティと，そのアクティビティを組み合わ
せた長期のプロジェクトを開発・実施する。
このような取り組みを通じて，幼児を対象と
した新しい音楽表現指導モデルとして，幼児
教育界に発信する。 
 
３．研究の方法 
 
A. 音楽的感受性に関する理論的探究  
 質的研究では，幼稚園で歌われた即興的な
歌の事例を収集し，その事例を分類すること
を通して，即興的な歌の特質を検討する。ま
た量的研究では，小池（2009）において開発
した「音楽的な感受性尺度」尺度に加え，質
的研究で明らかになった幼児の自発的な音
楽活動を指標として加え，保育者対象の質問
紙調査を行う。この結果に対しては，主とし
てパス解析を通じて幼児の自発的な音楽活
動を促す保育者側の要因を検討する。 
 
B. 音楽的アクティビティと音楽表現プロジ
ェクト 
 音楽的感受性を伸張するアクティビティ
と，これらを組み合わせたプロジェクトを実
施する。このプロジェクトの実践結果を検討
することで，幼児期の音楽表現指導モデルを
提案する。 
 
４．研究成果 
 
A. 音楽的感受性に関する理論的探究  
 音楽的感受性に関して，「日常的な場面で
の音のリズムへの気づき」についての質的研
究と，質問紙による「保育者の音楽的感受性
の影響分析」についての量的な検討の双方を
行った。 
 
A-1. 日常的な場面での音のリズムへの気づ
き 
 幼児自らが創作し，自発的に歌った歌を
「即興的な歌」として，幼稚園で歌われた即
興的な歌を 36 事例集め，分析した。結果と
して，言葉の意味を有している歌と意味の無
い音からなる歌に分かれること，言葉の意味
を有している歌であっても繰り返しの中で
意味を失うものがあること，即興的な歌には
会話的な歌と独語的な歌があること，音楽的
特質をもたらすためには抑揚変化と繰り返
し（オスティナート）が重要であることを指
摘した（深田, 2016; Fukada, Ando, & Koike, 
2017）。 



 
A-2. 保育者の音楽的感受性の影響分析 
 保育者 986 人にアンケート調査を行った。
得られたデータに対して，経験年数，音楽的
感受性２因子（子どものリズミカルな言葉・
動きへの感受性，音楽・リズム一般に対する
感受性），保育者の信念２因子（音楽的な正
確さの強調，音楽の楽しさの強調），保育者
の音楽的技能３因子（リズミカルな動き，オ
ノマトペ表現，ピアノ実技），音楽的活動の
頻度２因子（子ども中心的な活動，練習中心
の活動），幼児の表現２因子（リズミカルな
言葉で歌う，リズミカルな音で遊び）を観測
変数としてパス解析を行った。その結果は図
１に示した。パス解析からは，子ども中心的
な音楽活動が子どもの表現を豊かにするた
めに重要であること，子ども中心的な音楽活
動のためには保育者の感受性が高いことが
重要であること，保育者の音楽的なスキルが
あるだけでは子どもたちの自発的な音楽表
現が引き出せないこと，保育者の経験年数は
音楽的感受性をやや高めることなどが見い
だされた（Fukada, Koike, & Ando, 2017）。 
 

 
図 1. パス解析で得られたパスダイヤグラム 
 
B. 音楽的アクティビティと音楽表現プロジ
ェクト 
 先の A.の研究で，子ども中心的な音楽活動
が子どもの表現を豊かにするために重要で
あることが明らかになった。これを受けて表
１のような 20 のアクティビティを実施し，
その効果を確かめた。さらに，これらのアク
ティビティを組み合わせた「音楽表現プロジ
ェクト」を次の通り実践した。 
 
表 1. 本研究で試みた音楽的アクティビティ 

音楽と 

対話 

1 即興的な音会話 

2 リズム即興 

3 
ブームワッカーのリズム打ち，ベル
のリズム打ち 

創造的

な音具 

4 ふうせん缶太鼓 

5 
手作りギロ（アルミフレキシブルダ
クトギロ，ストローギロ） 

6 しゃもじで作るカスタネット 

7 手作りカズー 

8 ホースで作るレインスティック 

9 クリアケースのオーシャンドラム 

10 茶碗や湯飲みを叩く活動 

音の同

定と表

現 

11 森のサウンドスケープ体験 

12 サウンドマップづくり 

13 自然音のオノマトペ表現 

14 身近な音具の音のオノマトペ表現 

音楽と

他の学

び 

15 （造形）自然音の描画 

16 （造形）手作り楽器の音の描画 

17 （造形）描画からの音再現 

18 （造形）音印象に基づく色選択 

19 （科学）ストローでビン吹き 

20 （科学）ストローのパンフルート 

 
B-1. 手作り楽器と音素材を用いた幼児の擬
音表現・音描画・音即興 
 この実践では，擬音表現・音描画・音即興
を組み合わせたプロジェクトを保育園と幼
稚園の計 2 園において、2 回ずつ実践した。
ここで用いた音楽的アクティビティは，1, 2, 
４～10，16，18 番の活動であった。 
 最初に，手作り楽器／音素材を選択し，音
を比べながら聴く活動を行ったところ，「茶
碗，湯のみ」「アルミフレキシブルダクトギ
ロ」「ふうせん缶太鼓」の順で選択された。
次に，幼児が聴きとった音を絵として描画す
る活動を行った。全体的には波形が多かった
が，ぐるぐるのらせん，短線や線と点との複
合的な形なども見られた（図 2）。描画後に音
印象から色を選択する活動を行ったが，これ
については一貫性のある回答は得られなか
った。 
 後半の活動としてN保育園では手作り楽器
3 種類による音即興を行った。鳴らす速度が
速いとリズムは単調で即興的にリズムパタ
ーンを変化させることはなかったが，速度が
ゆっくりになると個々のメンバーがリズム
を変化させる試みが現れた。F 幼稚園では，
手作り楽器カズーによる会話的音即興を試
みた。著者がリーダーとなり，1 人 1 人が順
番に自分のリズムで楽器を鳴らすと，即興的
に個々の幼児の独自な即興リズムによるグ
ループ対話的な応答が生まれた（安藤・深田, 
2017）。 

 

図 2. 音の描画 

 
B-2. オノマトペを用いた即興的なアンサン
ブルの構成 
 この実践では，子どもたちによるオノマト
ペを用いた即興的なアンサンブルを行った。
用いた音楽的アクティビティは，11, 13, 15, 



17 番の活動であった。 
 まず 5 歳児たちが近くの森に出かけ，幼稚
園に帰った後，森のサウンドスケープの中に
ある音をオノマトペで再現した。1 週間後，
子どもたちはオノマトペを絵に描いた。さら
に 5 ヶ月後，4 ～ 5 人の子どもたちがグル
ープを作り，自分たちが絵に描いたオノマト
ペを使うことで，即興的なアンサンブルを行
うことができた（図 3）。 
 このプロジェクトの結果，オノマトペは森
の中での視覚的・聴覚的な印象から引き出さ
れ，絵の中で文字や図形で表現されることが
示された。最後の活動である，子どもたちの
オノマトペ・アンサンブルでは，オスティナ
ート，リズムパターン，声の強弱の点で，自
発的な音楽の要素が作り出されていたこと
が見いだされた（小池・深田, 2016）。 
 

 

図 3. オノマトペ・アンサンブルの譜例 
 
C. 保育界への研究結果の還元 
 本研究の研究成果は，論文や国内学会のみ
ならず，EECERA あるいは PECERA といった国
外の学会でも積極的に発表した。また保育者
対象の講演会でも公表し，研究の成果を保育
界に還元した。 
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